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全国医師連盟
代表　黒川衛

【持続可能な医療体制を実現するための全国医師連盟の五つの緊急提言】についての公開質問状

私たち全国医師連盟（略称：全医連）は、 日本の医療の現状を憂い、患者・医療従事者双方にとってよりよい医療の実現を目指し、 平成２０年６月に現役の勤務医が中心となって発足した新組織です。

昨年8月には、医師数や医療費に関し、国会議員アンケートを行い、多くの議員の皆様から真摯な回答を頂き有難うございました。
（第1回　全国医師連盟　国会議員アンケート結果 http://www.doctor2007.com/enq1_0x.html　）

さて、今回の総選挙では、医療を含む社会保障政策が大きな争点となっているものと理解しております。私たちは、総選挙に先立ち、現状の医療崩壊に鑑み、表題の緊急宣言を発表いたしました。つきましては、その内容に関し、貴政党のご意見をぜひご回答いただけますよう、お願い申し上げます。

なお、公開質問状は、国会に議席を有する政治団体のうち、政党助成法上の政党要件を満たしている政党すべてに送付いたしました。また、本質問状に対するご回答の有無とご回答内容を、全国医師連盟ウェブサイト（http://www.doctor2007.com/）等にて公開させていただきますので、予めご了解のほどお願いいたします。勝手ながら回答の期限は8月14日とさせて頂きます。またウェブ上での発表は、8月17日頃を予定しております。

ご多用の折、突然のお願いで恐縮でございますが、 私たちの趣旨をご理解の上、回答にご協力いただきますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
―――――――――――――――――――――――――――――
【持続可能な医療体制を実現するための全国医師連盟の五つの緊急提言】
2009年8月６日　全国医師連盟

１．医療費を先進国並みに増額し、医療を大幅な雇用創出の場にすべきです。保険診療の診療報酬は、医療関連職の技術を含め人的資源にかかる費用を重視して、緻密なコストの積み上げで決定することと、その過程を透明化することが大切です。

２．医療の需要は、現場の対応能力の限界をはるかに超えています。現場の医師がこれ以上疲弊しないために、国はこの問題を直視し、急性期医療機関への受診を適正化するなど、医療の需要を制限する緊急避難的な施策を真剣に検討するべきです。
３.医療従事者が過剰労働で医療を支えている現状では、医療の安全は守られません。国と医療機関の開設者は、病床あたりの勤務医師数を大幅に増員するよう努力し、労働環境の適法化に真剣に取り組む必要があります。


４．医師の計画配置は、過酷な労働環境が放置されたままでは不可能です。このような医療の現場に医師を強制的に配置することは、医師を消耗させ、結果的に医師の診療能力の低下を、ひいては医療供給の減少をまねきます。

５．医療の場で不幸な事態が起こったとき、捜査機関の介入に先立ち、刑事手続に付すことの相当性を検討する調査委員会の設置が必要です。また、医療事故補償基金を創設し、患者（家族）救済を図る必要があります。

その他、医療政策全般に関しコメントがあれば記載をお願いいたします。
次ページより、各項目の解説を添付しております。
本件についてのご返信・お問合せ：
全国医師連盟　代表： 黒川　衛
連絡先：〒851-3423　長崎県西海市西彼町八木原郷3453-1 社宅　黒川衛気付
FAX 050-3488-3760　E-mail info01@doctor2007.com
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